
大 み か 社 協 だ よ り（1）

　
22
年
度
事
業
は
、
推
進
福
祉

員
、班
長
、副
班
長
を
は
じ
め
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り

各
事
業
が
順
調
に
展
開
さ
れ
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
局
で
は
、「
ふ
く

し
の
つ
ど
い
」
を
開
催
す
る
な

ど
地
域
の
方
と
の
連
帯
、
ふ
れ

あ
い
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
に
際
し
、
ひ
な
ん
場
所

の
大
み
か
小
体
育
館
、
交
流
セ

ン
タ
ー
に
地
域
住
民
、
入
院
患

者
や
帰
宅
困
難
者
が
多
数
避
難

さ
れ
、
民
生
・
児
童
委
員
、
防

災
防
犯
部
員
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
多
数
、
支
援
活
動
に
携

わ
り
ま
し
た
。
町
内
、
近
所
同

士
の
助
け
合
い
な
ど
地
域
の
絆

の
大
切
さ
を
確
認
で
き
ま
し

た
。

　
23
年
度
の
事
業
計
画
は
、
大

震
災
の
経
験
を
も
と
に
、
今

後
、
大
み
か
の
地
域
に
お
け
る

非
常
時
の
体
制
と
対
策
に
つ
い

て
、
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、地
域
福
祉

局
は
、「
明
る
く
住

み
よ
い
福
祉
の
ま

ち
大
み
か
」を
目
指

し
、地
域
の
方
や
民

生
委
員
の
協
力
を

得
な
が
ら
、前
年
度

に
継
続
し
て
定
例

事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
総
会
議
案
は
、次

に
つ
い
て
審
議
さ
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４
月
17
日
（
日
）、
大
み
か
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
総
会
が
、

会
員
、
町
内
会
お
よ
び
自
治
会
等
代
表
者
の
出
席
に
よ
り
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
啓
発
部
を
活
動
実
態
に
合
わ

せ
て
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
部
」
に
名
称
変
更
し
、
次

の
５
部
で
活
動
い
た
し
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

○
ふ
れ
あ
い
事
業
部

○
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
部

○
調
査
・
広
報
部

○
地
域
交
流
部

顧
　
問
　
　
　
　
山
口
　
　
勇

会
　
長
　
　
　
　
川
村
　
　
広

副
会
長
　
　
　
　
平
沢
ふ
く
枝

　
　
　
　
　
　
　
小
澤
　
保
孝

　
　
　
　
　
　
　
小
松
　
信
保

事
務
局
長
　
　
　
豊
田
　
　
實

地
域
福
祉
推
進
員
大
森
　
二
葉

書
　
記
　
　
　
　
東
川
　
規
恵

会
　
計
　
　
　
　
大
友
　
義
光

会
計
監
査
　
　
　
綿
引
　
光
雄

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
重
昭

地
域
福
祉
局
長
　
小
澤
　
保
孝

地
域
交
流
部

　
　
　
　
　
　
　
大
森
　
二
葉

調
査
・
広
報
部

　
部
　
長
　
　
　
鈴
木
　
　
猛

　
副
部
長
　
　
　
前
島
良
三
郎

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

　
部
　
長
　
　
　
蛭
田
　
信
行

　
副
部
長
　
　
　
大
上
か
ほ
る

ふ
れ
あ
い
事
業
部

　
部
　
長
　
　
　
平
沢
ふ
く
枝

　
副
部
長
　
　
　
青
木
由
紀
子

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
部

　
部
　
長
　
　
　
福
地
　
幸
子

　
副
部
長
　
　
　
猪
股
　
道
代

推
進
福
祉
員

第
１
班
班
長
　
　
大
谷
　
達
也

　
　
副
班
長
　
　
鈴
木
　
孝
明

第
２
班
班
長
　
　
小
堀
　
陽
三

　
　
副
班
長
　
　
小
川
　
雅
行

第
３
班
班
長
　
　
今
橋
　
靖
昭

第
４
・
５
班
班
長
青
山
　
勝
利

　
　
副
班
長
　
　
川
村
　
達
雄

第
６
班
班
長
　
　
佐
藤
　
正
武

　
　
副
班
長
　
　
田
中
　
武
司

第
７
班
班
長
　
　
沼
田
　
英
雄

　
　
副
班
長
　
　
川
村
　
　
豊

第
８
班
班
長
　
　
益
冨
　
晃
一

　
　
副
班
長
　
　
鈴
木
　
正
平

　
今
年
度
の
敬
老
会
は
、
次

ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
９
月
10
日
（
土
曜
日
）

　
大
み
か
小
体
育
館

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
22
年
度
事
業
・
決
算
報
告

・
23
年
度
事
業
・
予
算
計
画

・
役
員
改
選
等
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平成22年度大みか学区地域福祉局決算書

　　　総収入額　 1,947,358円

　　　総支出額　 1,782,127円

　　　差引残額　　165,231円

科　　　目

市社協負担金

繰 越 金

繰 入 金

諸 収 入

寄 付 金

合 計

予  算  額

1,414,000

77,703

170,000

297

0

1,662,000

収  入  額

1,418,815

77,703

130,000

250,840

50,000

1,947,358

（単位：円）支　出

平成23年度大みか学区地域福祉局予算書

（単位：円）収　入

（単位：円）支　出

科　　　目

市社協負担金

繰 越 金

諸 収 入

繰 入 金

合 計

本年度予算額

1,369,000

165,231

769

0

1,535,000

前年度予算額

1,414,000

77,703

297

170,000

1,662,000

（単位：円）収　入

科　　　目

運 営 費

　事務運営費

　事務管理費

事 業 費

　地域交流部

　調査・広報部

　ネットワーク部

　ふれあい事業部

　啓　発　部

繰 出 金

予 備 費

合 計

予  算  額

840,501

654,791

185,710

779,000

329,000

115,000

85,000

130,000

120,000

40,000

2,499

1,662,000

支  出  額

815,943

659,603

156,340

946,184

549,910

114,370

69,898

103,116

108,890

20,000

0

1,782,127

科　　　目

運 営 費

　事務運営費

　事務管理費

事 業 費

　地域交流部

　調査・広報部

　ネットワーク部

　ふれあい事業部

　おもちゃライブラリー部

繰 出 金

予 備 費

合 計

本年度予算額

863,651

675,941

187,710

662,000

352,000

115,000

95,000

70,000

30,000

0

9,349

1,535,000

前年度予算額

840,501

654,791

185,710

779,000

329,000

115,000

85,000

130,000

120,000

40,000

2,499

1,662,000

役員連絡会※

会計監査

定例役員会

H23年度コミ推進会総会

H23年度交流センター運営委員会

役員連絡会※

定例役員会

福祉局役員会

交流センター清掃（利団と共催）

役員連絡会※

合同役員会（班長・副班長含む）

役員名簿発行

役員連絡会※

地区懇談会

定例役員会

福祉局役員会

役員連絡会※

敬老会実行委員会

合同役員会（班長・副班長含む）

大みか祭り

市民レク実行委員会

地域活性化懇談会

役員連絡会※

敬老会

定例役員会

福祉局役員会

大みか小運動会

役員連絡会※

福祉まつり実行委員会

市民レク全体会議

合同役員会（班長・副班長含む）

市民レク大会

福祉まつり実行委員会

役員連絡会※

定例役員会

福祉まつり

福祉局役員会

交流センター運営委員会

交流センター清掃（利団と共催）

役員連絡会※

合同役員会（班長・副班長含む）

賀詞交歓会

役員連絡会※

定例役員会

福祉局役員会

役員連絡会※

合同役員会（班長・副班長含む）

利団発表会

役員連絡会※

予算会議

定例役員会

福祉局役員会

4

5

6

7

8

9

10

11

12

23

1

2

3

総務関係月

4

7

13

17

28 

9 

11 

19 

5

6 

8 

8 

4 

9 

13 

21 

1 

4,25 

10 

20 

3,24 

4 

5 

10 

14 

15 

17 

3 

6,28 

8 

12 

22 

4 

7 

9 

13 

17 

18 

4 

5 

14 

8 

9 

11 

19 

6 

8 

19 

5 

10 

14 

15

日

大みか交友昼食会

大みか交友昼食会

大みか交友昼食会

大みか交友昼食会

大みか交友昼食会

地域交流

16 

20

17 

15 

16

日

かわら版編集

（福祉担当）

社協だより発行

（32号）

かわら版編集

（福祉担当）

かわら版編集

（福祉担当）

社協だより発行

（33号）

かわら版編集

（福祉担当）

かわら版編集

（福祉担当）

社協だより発行

（34号）

かわら版編集

（福祉担当）

調査・広報

18 

5 

16 

17 

17 

18 

18 

20 

18

日

見守りネット

　キーパソン会議

ふれあい交流会

巡回安全サービス

ネットワークチーム

　防災避難訓練

あんしんネット

　キーパソン会議

ネットワーク

14

23

7

20

19

日

健康専科（体操）

健康専科（体操）

健康専科

（いこいの村涸沼）

健康専科（栄養）

健康専科（体操）

健康専科（ゲーム）

ハッスルふれあい

健康専科

（クリスマス）

ハッスルふれあい

健康専科（ゲーム）

いきいき講座

健康専科（料理）

３世代ふれあい

　奉仕会

健康専科（反省会）

ふれあい事業

16 

20 

25 

22 

17 

21 

30 

19 

30 

17 

6,15

27 

24 

6

21

日

幼児音楽リズムケア

幼児音楽リズムケア

幼児音楽リズムケア

ファミリーサポート

幼児音楽リズムケア

幼児音楽リズムケア

幼児音楽リズムケア

おもちゃライブラリー

18 

15 

6 

10 

7 

21 

1

日

定 

例
・
指 

定 

事 

業

福祉相談窓口：毎週水・金曜日　9：00～

ふれあい健康クラブ事業：毎月第２・４木曜日　10：00～

ふれあい配食サービス事業：毎週木曜日　15：30～16：30

ふれあいサロン事業：毎月第１・２・３・４火曜日　10：00～

地域型おもちゃライブラリー：毎週水曜日　10：00～

※役員連絡会は副会長以上及び総務

20,000

（次年度繰越金）
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Ｐ
Ｍ
２ : 

46

、
日
常
生
活

の
糧
で
あ
る
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
一
瞬
で
奪
い
去
る
。
恐
怖
と

混
迷
の
中
で
一
夜
を
過
ご
し
、

普
通
の
生
活
が
、
な
ん
と
素
晴

ら
し
い
こ
と
と
、
し
み
じ
み
思

い
ま
し
た
。
一
時
ま
ど
ろ
ん

で
、
夢
で
あ
っ
て
く
れ
と
思
っ

た
。
で
も
心
身
は
正
直
だ
。
余

震
と
も
身
震
い
と
も
つ
か
ぬ
揺

れ
が
ぬ
け
な
い
。

　
こ
の
震
災
を
、
見
届
け
・
記

憶
し
・
記
録
に
留
め
る
こ
と

が
、「
安
心
の
街
」
へ
の
、
新
し

い
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　pm
２ : 

46

地
鳴
り
と
同
時
に
激
震
が
走
る

何
事
か
、
混
乱
と
恐
怖
で
、
身

体
が
怯
え
一
歩
も
動
け
ず
。

pm
３ : 

00

・
放
心
状
態
で
路
地
に
出
る
、

無
事
を
見
て
手
を
握
り
合
う

・
話
を
す
る
こ
と
で
、
少
し
落

ち
着
き
を
取
り
戻
す

pm
３ : 

30

・
電
話
が
通
じ
な
い

・
Ａ
お
ば
さ
ん
は
元
気
だ

・
Ｂ
さ
ん
ち
の
塀
が
倒
れ
た

ラ
ジ
オ
は
東
北
地
域
の
被
災
の

報
道
で
、
茨
城
地
区
の
情
報
は

な
い
。

pm
４ : 

00

・
余
震
が
続
く

・
家
が
潰
れ
な
い
か
心
配
だ

・
ど
こ
か
に
逃
げ
よ
う
か
？

・「
ど
う
す
っ
ぺ
」
不
安
が
考
え

る
力
を
鈍
ら
せ
る

pm
５ : 

00

・
口
コ
ミ
で
、
小
学
校
ひ
な
ん

場
所
に
、人
が
集
ま
っ
て
い
る

・
主
人
か
ら
連
絡
が
な
い
、
家

を
離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
、
こ
こ
に
残
る
。

pm
５ : 

30

・
近
所
の
数
人
と
ひ
な
ん
場
所

に
向
か
う
。

・
ひ
な
ん
所
が
で
き
て
い
る

・
ひ
な
ん
所
は
、
大
勢
の
人
だ

・
受
付
・
記
名
も
な
く
、
入
館

・
館
内
は
余
震
で
天
井
が
悲
鳴

を
上
げ
る
。
家
に
居
る
の
と

同
じ
か
と
、一
瞬
思
っ
た
。一

人
の
家
は
も
っ
と
怖
い
。

pm
６ : 

00

○
大
み
か
の
街

・
幹
線
道
路
は
大
渋
滞
続
く

・
電
話
は
通
信
不
能

・
帰
宅
困
難
者
が
駅
前
に
集
ま

る
。

○
ひ
な
ん
所

・
暗
い
館
内
で
、
余
震
の
恐
怖

と
寒
さ
に
耐
え
る
。

・
携
帯
電
話
で
の
通
信
を
試
み

る
の
か
？
、青
白
い
光
が
、冬

の
蛍
を
思
わ
す
、
あ
り
え
な

い
通
話
に
す
が
る
。

・
ト
イ
レ
に
列
が
で
き
る

・
人
そ
れ
ぞ
れ
我
慢
の
限
界
が

あ
り
、
場
内
は
ざ
わ
つ
く

pm
９ : 

00

○
大
み
か
の
街

・
余
震
は
続
く

・
真
っ
暗
な
Ｊ
Ｒ
駅
舎

・
車
の
渋
滞
は
続
く

○
ひ
な
ん
所

・
支
給
さ
れ
た
毛
布
の
数
が
足

り
ず
、
寒
さ
を
訴
え
る

・「
息
子
は
、
水
戸
勤
務
な
の
で

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
か
心
配
」

・「
私
は
い
わ
き
市
に
住
ん
で

い
ま
す
、原
発
が
心
配
で
す
」

・「
俺
は
、
北
茨
城
だ
け
ど
、
津

波
が
心
配
な
ん
だ
」

暖
か
い
ス
ト
ー
ブ
、
饅
頭
の
支

援
が
あ
る
（
Ａ
燃
料
店
、
Ｂ
菓

子
店
）
感
謝
し
ま
す

３
月
12
日
（
土
）
晴
れ

○
早
朝
の
ラ
ジ
オ

「
福
島
原
発
が
放
射
能
漏
れ
の

可
能
性
あ
り
」
と
報
じ
る
。

大
変
な
こ
と
が
起
こ
り
つ
つ
あ

る
。

am
７ : 
00

震度６強震度６強　3月1111日
　大みかの街に　大みかの街に
　　　何が起きた！　　　何が起きた！

PMPM
２ : 

4646 
震度６強　3月11日
　大みかの街に
　　　何が起きた！

PM
２ : 

46 

騒
然
と
し
た
一
夜
が
明
け
た
街

は
意
外
に
静
か
で
あ
る

・
私
の
と
こ
ろ
は
、
水
道
水
が

き
て
い
る
よ

・
う
ち
の
井
戸
は
、
ト
イ
レ
の

水
な
ら
使
え
る
よ

・
家
に
あ
る
45
Ｌ
ゴ
ミ
袋
２
枚

重
ね
で
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
被

せ
れ
ば
、
水
が
運
べ
る
よ

　「
絆
の
火
種
」
交
流
が
希
薄

に
な
っ
た
昨
今
、
非
常
時
に
連

帯
感
が
生
じ
、
助
け
合
う
。

１
　
隣
組
の
力

・
地
域
活
動
の
原
点
は
、
活
力

あ
る
町
内
と
隣
組
の
助
け
あ

い
が
、
町
内
を
支
え
る
。
目

覚
め
た
『
絆
』
を
大
事
に
育

て
た
い
も
の
で
す
。

・
町
内
会
、
自
治
会
に
属
せ
ぬ

方
々
の
、
非
常
時
の
声
が
聴

こ
え
て
こ
な
い
。
日
常
生
活

の
問
題
も
含
め
、
共
有
し
た

い
も
の
で
す
。

２
　
大
み
か
の
光
と
影

○
助
け
ら
れ
ま
し
た

・
手
持
ち
の
発
電
機
で
ポ
ン
プ

を
回
し
供
給
し
て
く
れ
た
方

・
手
書
き
看
板
の
「
水
あ
り
ま

す
」
お
い
し
か
っ
た
で
す

・
83
歳
の
ご
婦
人
、
深
井
戸
用

手
作
り
水
汲
バ
ケ
ツ
で
給
水

「
あ
り
が
と
う
」

感謝の気持で給水

館内いっぱいのひなん者



（4）大 み か 社 協 だ よ り

　
大
み
か
ゴ
ル
フ
場
は
、
ひ
な

ん
場
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
震

災
当
日
は
、
何
の
対
応
も
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
翌
12
日
、

市
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
要
領

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
常
磐
線
よ
り
山
側
の
居
住
者

は
多
く
、
大
み
か
小
の
ひ
な
ん

場
所
ま
で
は
遠
い
。
ま
た
支
援

物
資
等
の
支
給
面
か
ら
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。（山

中
　
記
）

編

集

後

記

　
新
し
く
４
名
が

　
　
編
集
ス
タ
ッ
フ
に

　
総
会
後
の
呼
び
か
け
に
応
え

次
の
方
が
編
集
委
員
に
加
わ
り

ま
し
た
。
地
域
福
祉
の
広
報
紙

は
10
名
で
編
集
に
携
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
山
中
　
明
雄
　

　
　
　
　
後
藤
　
　
仁
　

　
　
　
　
大
和
田
和
仁
　

　
　
　
　
黒
澤
　
良
成

　
こ
れ
ま
で
の
「
社
協
ま
つ

り
」
を
受
け
継
い
で
、
今
年
か

○
大
み
か
の
影

震
災
の
数
日
後
、
通
常
の
再
生

資
源
回
収
場
所
に
、
膨
大
な
不

法
投
棄
品
の
山
が
で
き
る
。

３
　
情
報
の
空
白

○
街
で
必
要
な
情
報

・
防
災
放
送
が
聞
き
取
れ
な
い

・
給
水
車
は
何
時
・
何
処
に

　
ご
婦
人
の
口
コ
ミ
の
情
報
が

早
く
正
確
だ

４
　
心
の
ケ
ア
ー

　
い
ま
だ
に
余
震
に
お
び
え
、

高
齢
者
は
、
心
身
喪
失
症
に
注

意
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
心

身
の
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
が
必
要

で
す
。

○
ア
パ
ー
ト
の
３
階
に
住
ん
で

い
る
、
高
齢
の
ひ
と
り
暮
ら
し

で
す
。
水
も
電
気
も
ガ
ス
も
止

ま
り
、
近
隣
と
の
つ
き
合
い
も

な
く
遠
方
か
ら
大
み
か
に
働
き

に
来
て
い
た
私
は
、
途
方
に
暮

れ
ま
し
た
。

○
私
は
大
み
か
の
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。

　
地
震
当
日
、
家
に
も
帰
れ

ず
、
近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
ま
し
た
。

○
私
は
単
身
赴
任
で
大
み
か
に

き
て
い
ま
す
。
日
頃
地
域
の
人

と
の
ふ
れ
あ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
途
方
に
く
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
水
や

食
料
を
分
け
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
井
戸
水
を
も
ら
え
る
と

こ
ろ
を
教
え
て
も
ら
い
、
ほ
ん

と
う
に
助
か
り
ま
し
た
。

○
私
は
福
島
か
ら
着
の
身
着
の

ま
ま
家
族
で
、
大
み
か
の
知
人

を
頼
り
、
避
難
し
て
き
ま
し

た
。

　
住
む
と
こ
ろ
も
無
く
途
方
に

く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

家
賃
無
料
で
貸
し
て
も
よ
い
と

言
っ
て
声
を
掛
け
て
く
れ
た
人

が
い
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

大
み
か
の
街
で
生
活
す
る
方
々

と
の
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て

行
き
た
い
。（
調
査
・
広
報
部
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
長蛭

田
　
信
行

　
余
震
の
中
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
を
訪
問
。
留
守
宅

も
あ
っ
た
が
、
再
度
の
訪
問
で

皆
の
無
事
を
確
認
す
る
。

　
ほ
っ
と
す
る
も
、
家
の
中
は

散
乱
し
、
屋
根
、
塀
等
の
損
壊

が
あ
り
ま
し
た
。

　
状
況
報
告
の
た
め
交
流
セ
ン

タ
ー
へ
行
く
。

　
翌
13
日
か
ら
19
日
ま
で
は
、

支
援
物
資
を
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
に
配
布
、
ま
た
、

安
否
確
認
・
相
談
ご
と
等
で
、

一
日
２
〜
３
回
訪
問
す
る
場
合

も
あ
っ
た
。
水
道
・
電
気
の
復

旧
と
共
に
配
給
物
資
の
配
布
も

19
日
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
か
ら
の
数
日
間

は
、
通
信
手
段
が
無
く
、
部
員

各
自
が
自
己
判
断
と
自
己
責
任

に
お
い
て
行
動
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
が
、
災
害

支
援
の
た
め
活
動
さ
れ
、
非
常

事
態
を
何
と
か
乗
り
越
え
よ
う

と
努
力
し
ま
し
た
。

支
援
活
動
に
つ
い
て
思
う

支
援
活
動
に
つ
い
て
思
う

支
援
活
動
に
つ
い
て
思
う

江
尻
芳
枝
さ
ん

江
尻
芳
枝
さ
ん

長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

江
尻
芳
枝
さ
ん

長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

ら
、「
地
域
の
み
ん
な
が
楽
し

く
ふ
れ
あ
う
集
い
・
ふ
く
し
ま

つ
り
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

超
音
波
骨
量
測
定
、
み
そ
汁
塩

分
測
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
装
具

を
付
け
た
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
貝
保
様
、
古
河
様
に
よ
る
能

面
作
品
の
展
示
や
、
趣
味
の
工

作
・
手
芸
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
も

も
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
さ
な
生
命
と
心
を
ま
も
る

「
虐
待
防
止
」
な
ど
の
資
料
展

示
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
階
ホ
ー
ル
で
は
、
け
や
き

荘
「
き
ら
き
ら
合
奏
団
」
、

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
レ
ン
ズ
」
の

演
奏
、
炭
坑
節
の
替
え
歌
な
ど

な
つ
か
し
い
歌
を
み
ん
な
で
楽

　
前
福
祉
局
長

の
江
尻
芳
枝
さ

ん
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
み
か
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
設
立
か
ら
、
今
日
ま
で
地

域
福
祉
に
ご
尽
力
を
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
く
歌
い
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
に
は
、
35
名
か
ら

善
意
の
提
供
品
が
あ
り
、

３
２
、
８
６
０
円
の
収
益
金
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
の
大
み
か
の
福
祉
事
業
に
使

わ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。


